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令和２年広

報

　５月上旬から水稲の農作業が本格的に始まり、田んぼに水を溜めて土の

塊を細かく砕く「代掻き」や、５月下旬頃からはハウスで育苗した苗を植

える「田植え」が行われました。

秋の豊作を願って、
　　　　　田植え作業が始まる！

№ 610
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商品券を笑顔で受け取る町民 スマイル商品券の申請会場

地
域
に
笑
顔
を

全
町
民
へ「
ス
マ
イ
ル
商
品
券
」給
付
！

　

四
月
二
十
日
に
全
町
民
を
対
象

に
一
人
あ
た
り
五
千
円
分
の
「
ス

マ
イ
ル
商
品
券
」
の
給
付
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
商
品
券
は
、
全
町
民
に
給

付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
の
外
出
自
粛
等
で
冷
え
込
ん

で
い
る
町
内
消
費
の
拡
大
を
図

り
、
乙
部
町
に
元
気
を
取
り
戻
そ

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
乙
部
町

内
の
飲
食
店
や
商
店
、
宿
泊
施
設

な
ど
の
全
て
の
事
業
所
で
使
用
で

き
ま
す
。

　

各
地
区
集
会
場
等
で
開
か
れ
た

受
付
窓
口
で
は
、
約
二
千
五
百
件

の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
申
請
受
付
は
、
随
時
役

場
産
業
課
で
行
っ
て
お
り
、
有
効

期
限
は
「
令
和
二
年
七
月
三
十
一

日
ま
で
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
さ
ら
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

策
は
も
ち
ろ
ん
、
追
加
の
経
済
支

援
な
ど
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

特
別
定
額
給
付
金
の

申
請
開
始
！

　

五
月
十
一
日
か
ら
「
特
別
定
額

給
付
金
」の
申
請
受
付
も
始
ま
り
、

世
帯
主
宛
て
に
申
請
書
が
郵
送
さ

れ
ま
し
た
。

　

特
別
定
額
給
付
金
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴

う
家
計
へ
の
支
援
等
を
目
的
に
、

令
和
二
年
四
月
二
十
七
日
現
在
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
自
治
体
か
ら
対
象
者
一
人
あ
た

り
十
万
円
を
世
帯
主
に
支
給
す
る

も
の
で
す
。

　

申
請
は
、
原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
ネ
ッ
ト
申
請
か
、
同
封
し
て

い
る
返
信
用
封
筒
に
よ
る
郵
送
申

請
で
す
が
、
そ
れ
が
困
難
な
方
の

た
め
に
、
役
場
で
の
申
請
受
付
や

五
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
に
各
地

区
で
申
請
受
付
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
度
目
の
給
付
は
、
五
月
十
五

日
ま
で
に
申
請
を
受
け
付
け
た
方

に
既
に
行
わ
れ
、
十
六
日
以
降
に

受
け
付
け
た
方
に
も
、
早
期
に
給

付
で
き
る
よ
う
事
務
を
執
り
進
め

て
い
ま
す
。

　

申
請
の
受
付
は
八
月
七
日
ま
で

で
す
の
で
、
申
請
を
忘
れ
な
い
よ

う
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

四
月
二
十
四
日
に
「
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
事
業
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

お
と
べ
」
よ
り
、
手
作
り
マ
ス
ク

千
七
百
枚
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
お
と
べ
は
、
函

館
の
「
一
般
社
団
法
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ほ
っ
か
い
ど
う
」
が
、
四
月

よ
り
滝
瀬
地
区
に
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所
を
開
設
し
、
高
齢
者

向
け
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
一
般
企

業
へ
の
就
職
が
困
難
な
方
の
働
く

場
の
創
出
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
寄
贈
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
小
学
校
や
高

齢
者
等
で
マ
ス
ク
が
不
足
し
て
い

る
こ
と
を
聞
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ほ
っ
か
い
ど
う
で
制
作
し
て
い
た

手
作
り
マ
ス
ク
を
各
小
学
校
の
全

校
生
徒
と
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者

分
を
用
意
し
、
地
域
の
一
員
と
し

て
協
力
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ほ
っ
か
い
ど
う
の
笹
谷
隆
代
表
理

事
か
ら
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
長
期
化
や
不
安
な
ニ
ュ
ー
ス

ば
か
り
が
流
れ
る
な
か
、
健
常
者

や
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
乗
り
越
え
て
い
け

る
よ
う
、
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
手
作
り
マ
ス
ク

は
、
各
小
学
校
へ
渡
し
た
ほ
か
、

今
後
高
齢
者
等
へ
配
布
す
る
予
定

で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
お
と
べ
か
ら

手
作
り
マ
ス
ク
寄
贈
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札
幌
酒
精
工
業
株
式
会
社
富
岡
ワ
イ
ナ

リ
ー
よ
り
高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
寄
贈

マスクを受け取る乙部小学校谷口光伸校長

町長と富岡ワイナリーの安司学所長

図書を受け取る明和小学校買手郁史校長

寄贈された SAPPORO HARD 75%

寄贈された図書と卓球ラケット

商
工
会
青
年
部
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ
贈
り
物

　

四
月
二
十
七
日
に
乙
部
町
商
工

会
青
年
部
が
明
和
小
学
校
へ
図
書

十
四
冊
と
卓
球
ラ
ケ
ッ
ト
六
本
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
商
工
会
青
年
部

が
行
う
活
動
の
売
り
上
げ
等
を
財

源
と
し
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
に

少
年
団
や
学
校
で
の
活
動
を
通
じ

て
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

で
き
る
大
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

の
思
い
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

青
年
部
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
や
学
校
、
保
育
園
な
ど
へ
、
今

後
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
井
尻
旭
美
部

長
は
「
今
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人

に
な
っ
た
と
き
に
、
青
年
部
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
て
、

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
も
同
じ

く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
代
表
と
し
て
受
け
取
っ
た

明
和
小
学
校
の
買
手
郁
史
校
長
は

「
子
ど
も
た
ち
に
読
書
週
間
を
身

に
つ
け
、
楽
し
く
運
動
で
き
る
よ

う
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
全
国
的
に
マ
ス

　

五
月
一
日
に
札
幌
酒
精
工
業
株

式
会
社
富
岡
ワ
イ
ナ
リ
ー
よ
り

「
高
濃
度
ア
ル
コ
ー
ル
」
二
十
四

本
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

札
幌
酒
精
工
業
で
は
、
四
月
十

日
に
厚
生
労
働
省
医
政
局
か
ら

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
発
生
に
伴
う
高
濃
度
エ
タ
ノ
ー

ル
製
品
の
使
用
に
つ
い
て
」
の
通

達
が
あ
り
、
酒
類
製
造
業
者
に
お

い
て
も
高
濃
度
飲
用
ア
ル
コ
ー
ル

を
消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
の
代
替
品

と
し
て
手
指
消
毒
に
使
用
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
四
月
二
十
七
日
よ

り
「
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ　

Ｈ
Ａ
Ｒ

ク
が
不
足
し
て
い
る
な
か
、
子
ど

も
た
ち
の
マ
ス
ク
の
確
保
に
協
力

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
町
内
各

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
全
員
分

の
マ
ス
ク
の
寄
贈
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
学
校
か
ら
は
「
学

校
や
家
庭
で
マ
ス
ク
が
不
足
し
て

い
る
な
か
、
全
校
児
童
生
徒
分
の

マ
ス
ク
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
る
。
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

Ｄ　

75
％
」
を
製
造
し
、
工
場
の

あ
る
乙
部
町
、
厚
沢
部
町
、
札
幌

市
に
寄
贈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
富
岡
ワ
イ
ナ
リ
ー
の

安
司
学
所
長
か
ら
町
長
へ
「
い
つ

も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
自
治
体

へ
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
日
頃
の
感
謝
の
気
持

ち
と
一
緒
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
高
濃
度
ア
ル
コ
ー

ル
は
、
各
関
係
施
設
の
消
毒
の
た

め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

新
メ
ン
バ
ー
を
ご
紹
介
！

　

四
月
二
十
日
か
ら
新
し
く
乙
部

町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
、
米よ

ね
し
ろ代　

隼は
や
と

さ
ん
が
勤
務
し
て

い
ま
す
。

　

主
な
業
務
は
「
乙
部
町
観
光
協

会
」
で
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
立
案
や

地
域
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
観
光
プ
ラ
ン

の
作
成
な
ど
を
行
い
ま
す
。

・
出
身
地
は
ど
こ
で
す
か
？

「
出
身
地
は
長
万
部
町
で
す
。
小
・

中
学
校
を
長
万
部
で
過
ご
し
、
高

校
は
札
幌
日
本
大
学
高
等
学
校
、

大
学
は
東
京
の
日
本
大
学
に
通
っ

て
い
ま
し
た
。」

・
趣
味
は
な
ん
で
す
か
？

「
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、

小
学
校
二
年
生
か
ら
大
学
ま
で
野

球
で
ピ
ッ
チ
ャ
ー
や
内
野
を
主
に

や
っ
て
い
ま
し
た
。

　

他
に
は
、
料
理
を
作
る
こ
と
も

好
き
で
、
小
学
二
年
生
の
頃
に
妹

に
弁
当
を
作
っ
て
あ
げ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
、
和
・
洋
・
中
と
な

ん
で
も
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。」

・
乙
部
町
に
決
め
た
経
緯
は
な
ん

で
す
か
？

「
今
年
の
三
月
に
大
学
を
卒
業
し

て
北
海
道
で
働
き
た
い
と
思
い
、

就
職
先
を
探
し
て
い
た
時
に
応
募

を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
興
味
が

あ
り
、
知
ら
な
い
土
地
の
特
性
や

風
習
な
ど
に
触
れ
、
新
し
い
こ
と

に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
た
の
で
決
め
ま
し
た
。」

・
乙
部
町
の
印
象
や
や
っ
て
み
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

「
長
万
部
町
と
似
た
雰
囲
気
で
過

ご
し
や
す
く
、
地
域
の
方
々
が
優

し
く
頼
り
に
な
り
、
と
て
も
心
強

い
で
す
。

　

ま
た
、
海
が
綺
麗
で
釣
り
人
も

よ
く
見
て
い
い
な
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
釣
り
を
始
め
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」

・
現
在
、
協
力
隊
と
し
て
行
っ
て

い
る
活
動
や
今
後
の
意
気
込
み

を
教
え
て
く
だ
さ
い
！

「
今
は
、
観
光
協
会
の
サ
イ
ト
の

管
理
や
商
品
券
の
整
理
な
ど
を
行

い
な
が
ら
、
乙
部
町
の
こ
と
を
勉

強
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
地
域
資
源
を
活
か
し

た
体
験
プ
ラ
ン
を
増
や
し
て
、
一

日
地
域
体
験
コ
ー
ス
な
ど
の
作
成

や
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
だ
け
で
な

く
、
写
真
を
メ
イ
ン
と
し
た
「
イ

ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
も
使
っ
て
、
観

光
地
や
郷
土
料
理
な
ど
の
紹
介

や
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
も

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。」

・
将
来
的
に
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
？

「
教
職
員
か
町
職
員
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
教
職
員
の

勉
強
を
し
な
が
ら
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
仕
事
を
通
し
て
学
び
、

三
年
間
の
任
期
中
に
決
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」

・
最
後
に
乙
部
町
の
皆
さ
ん
に
何

か
あ
り
ま
す
か
？

「
皆
さ
ん
に
顔
と
名
前
を
覚
え
て

い
た
だ
き
、
乙
部
町
の
こ
と
や
町

民
し
か
知
ら
な
い
よ
う
な
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
、
何
で
も
教
え
て
い
た
だ

け
る
と
助
か
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

仕
事
で
は
、
社
会
人
経
験
が
な

い
の
で
、
若
さ
を
武
器
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。」

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り
No.70

沖から見た竹森

豊
漁
と
安
全
を
祈
願
し
て

竹
森
龍
神
社
例
大
祭

　

五
月
五
日
に
竹
森
龍
神
社
例
大

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
例

年
開
催
し
て
い
る
竹
森
龍
神
社
か

ら
大
山
神
社
に
会
場
を
移
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

竹
森
（
標
高
百
九
十
三
メ
ー
ト

ル
）
は
、
海
か
ら
そ
の
位
置
が
良

く
確
認
で
き
、
古
く
か
ら
漁
師
た

ち
の
帰
港
目
標
と
さ
れ
、
出
船
・

入
船
操
業
の
安
全
に
役
立
ち
、
大

正
十
三
年
五
月
に
は
、国
か
ら「
航

行
目
標
保
有
林
」
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

近
年
で
は
、
そ
の
役
割
を
灯
台

に
譲
り
ま
し
た
が
、
今
で
も
沖
か

ら
の
目
印
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
漁
業
関
係
者
の
間
で
は

大
切
に
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
年
、多
く
の
漁
業
者
が
訪
れ
、

神
事
が
行
わ
れ
る
神
社
に
海
産
物

や
大
漁
旗
な
ど
が
多
く
持
ち
寄
ら

れ
ま
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
関
係
か
ら
、
松
崎
船

団
長
を
代
表
と
し
て
、
地
域
住
民

と
一
緒
に
今
年
一
年
の
豊
漁
と
安

全
を
願
い
ま
し
た
。

竹 森

新メンバーの米代 隼さん
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農
作
業
が
本
格
化
！
豊
作
に
期
待
！

　

農
作
業
が
本
格
的
に
始
ま
る
季

節
と
な
り
、
乙
部
町
で
も
立
茎
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な

ど
の
農
作
業
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

町
内
外
に
人
気
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
で
は
、
今
年
は
三
月
末
頃
と
早

い
段
階
か
ら
春
芽
の
収
穫
が
始
ま

り
、
五
月
の
下
旬
頃
ま
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
月
頃
か
ら
は
夏
芽
の

収
穫
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
は
、
四
月
下

旬
か
ら
苗
の
定
植
作
業
が
始
ま

り
、
六
月
一
回
目
の
収
穫
に
向
け

て
生
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

順
調
に
進
ん
で
い
る
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
生
育
で
、
今
後
問
題
と
な

る
の
は
天
候
で
す
。
生
育
中
に
雨

が
続
く
と
、
低
温
等
の
影
響
で
病

気
に
な
っ
て
し
ま
い
、
売
り
物
に

な
ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
雨

が
多
い
年
は
生
産
量
が
伸
び
悩
み

ま
す
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
農
業
経
営
の

安
定
化
を
図
る
た
め
に
農
業
再
生

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
輪
作
体
系
の

確
立
や
低
温
に
強
い
品
種
の
改

良
、
契
約
栽
培
な
ど
を
行
い
、
主

な
出
荷
先
で
あ
る
青
果
専
門
商
社

に
よ
り
、
首
都
圏
の
ス
ー
パ
ー
を

中
心
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
を
始
め
と
し
た
乙
部

町
の
農
作
物
が
豊
作
と
な
り
、
美

味
し
い
野
菜
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 添５（Ａ６）

工
藤
美
代
氏
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
臣
賞
！

　

令
和
二
年
一
月
二
十
九
日
付
け

で
、
工
藤
美
代
氏
（
七
十
八
歳
・

栄
浜
）が
厚
生
労
働
大
臣
よ
り「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
特
別
表
彰
」

を
受
賞
し
、
四
月
二
十
四
日
に
町

長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
職

務
に
精
励
し
、
功
績
が
顕
著
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
に
贈

ら
れ
ま
す
。

　

工
藤
美
代
氏
は
、
平
成
十
六
年

か
ら
令
和
元
年
ま
で
の
十
五
年
の

長
き
に
亘
り
、
民
生
委
員
と
し
て

住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
援
助
や
助
言
を
行
っ

た
ほ
か
、
豊
富
な
経
験
か
ら
積
極

的
な
発
言
や
他
委
員
の
模
範
と
し

て
活
動
す
る
な
ど
、
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

ブロッコリーの定植作業

アスパラガスの春芽収穫作業



　様々なイベントが再開されるまで、不便で不安な日々が続きますが、

出来る範囲で体を動かして生活しましょう。体を動かす機会が少なく

なると、体や頭の働きが低下し、歩くことや身の回りのことなど、

生活動作が行いにくくなったり、疲れやすくなりがちです。

　　　　　　　　　　　　　　・栄養バランスのよい献立を考え、出来上がりの時間を逆算しながら同時に 2 つ      
　　　　　　　　　　　　　　　以上の作業をする料理は脳を活性化します
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・洗濯物は目線の高さに干して、肩こりや腰痛を予防しましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・掃除機や床拭きは軽い筋トレと同程度の運動効果があります

　　　　　　　　　・音読は脳の活性化に効果大！鼻歌を歌う、新聞記事や本の音読もおすすめ
　　　　　　　　　・食事をしっかり噛んで、口の周りの筋肉を保ちましょう

　　　　　　　　　・字を書くことが得意な人は手紙を書いたり趣味を楽しむ事は心の栄養になります
　　　　　　　　　・畑仕事や庭いじりは、日光浴と運動ができ一石二鳥

　　　　　　　　　　　　　　　・自宅でできる体操を行いましょう　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　・天気の良い日は散歩に出て、足腰を丈夫にしましょう　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　・電話などで家族や友人とのおしゃべりを楽しみましょう
　　　　　　　　　　　　　　・心配事や困りごとは抱え込まずに身近な人に相談しましょう

〔6〕

毎日の生活の中で元気アップ！！
～新型コロナウィルス感染症の影響による心身の機能低下を防ぐために～

 毎日の生活の中に、心身の衰えを予防し健康を保つ要素はたくさんあります！
家事や趣味などが元気づくりにつながる事を意識して取り組むだけでも、効果は高まります

介護予防や介護についてのご相談は、乙部町地域包括支援センター
電話：６２－５８４５ へお気軽にお電話でご相談ください。

～特定健診のお知らせ～　例年５月に実施していた特定健診・各種がん検診は
中止となりましたが、国保病院で受ける個別の特定健診などは随時受付けています。（要予約）

次回の集団健診は ９月６日（日）町民会館　　
   ９月７日（月）栄浜ふれあいセンター、元和交遊館

お申込は（病院で受ける場合も） 役場 保健衛生係 ６２－２８５８

料理

そうじ・洗濯

交流・支え合い

声を出す

趣味

運動

生活不活発病の悪循環

動かない

動きにくい
動けない

生活不活発病
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6月のカレンダー

会
場
・
場
所
略
称

（つ保）つくし保育園

（町館）町民会館

（プお）プラザおとべ

（豊セ）とよはま地区センター

（交流）生きがい交流センター

（江保）江差保健所

（三愛）三ツ谷愛郷会館

（三セ）三ツ谷ふれあいセンター

（緑寿）緑町寿の家

（姫ふ）姫川ふれあいセンター

（希望） 潮見希望館

日 月 火 水 木 金 土
／ １ ₂ ₃ ₄ ₅ ₆

健康相談
（三愛 午前9時～）
健康相談

（三セ 午前9時40分～）

お達者ぴんしゃん教室
（交流 午前10時～）

ヒブワクチン予防接種
（町館 午後1時～）

小児肺炎球菌ワクチン予防接種
（町館 午後1時～）
BCG接種

（町館 午後1時～）

₇ ₈ ₉ 10 11 12 13
休日当番医
厚沢部町国保病院

サロン「とよはな」
（豊セ 午後1時～）

たんぽぽクラブ
（緑寿 午前10時～）

14 15  16 17 18 19 20
休日当番医
道立江差病院

こころの健康相談
（江保 午後2時～）
健康相談

（希望 午後1時30分～）

お達者ぴんしゃん教室
（交流 午前10時～）
第２回乙部町議会
定例会

（役場 午前10時～）

すくすく広場
（つ保 午前9時30分～） 

21 22 23 24 25 26 27
休日当番医
佐々木病院

B型肝炎ワクチン
（町館 午後1時～）
四種混合ワクチン

（町館 午後1時～）
日本脳炎ワクチン

（町館 午後1時～）
男のお達者教室

（プお 午後1時30分～）

姫川おしゃべりサロン 
（姫ふ  午後1時～）

南部檜山清掃センター
は機械点検整備のため
休業となります

28  29 30 ／ ／ ／ ／
休日当番医
上ノ国診療所

たんぽぽクラブ
（緑寿 午前10時～）

5
31

₇
₁

₇
₂

₇
₃

₇
₄

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

不燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

不燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

不燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

《夜間（時間外）の受診について》時間外については、事前に連絡の上、乙部町国保病院を受診し
てください。なお、日曜・祝日の午前９時～午後５時においては、上記休日当番医を受診してください。

ごみ収集の略称　①地区・・・滝瀬、元町１、元町２、緑町１、緑町２
　　　　　　　　②地区・・・豊浜、花磯、潮見、三ツ谷、元和、栄浜、鳥山、館浦、温泉団地、富岡、千岱野、姫川、旭岱

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
①地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
②地区

可燃ごみ
①地区

不燃ごみ
①地区
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　このたび、令和２年４月２０日に閣議決定された「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」に

おいて、「子育て世帯に関しては、児童手当（本則給付）を受給する世帯に対し、その対象児童一人

あたり１万円を上乗せする臨時特別の給付金を支給する」こととされました。

　それをうけて、乙部町でも、支給対象者の皆様に本給付金の支給を開始します。

令和2年度臨時特別給付金を支給します

●支給対象者
　令和２年４月分（３月分を含む）の児童手当を受給している方。
　※所得制限により特例給付を受給されている方は、本給付金の対象となりません。

●支給額
　対象児童一人につき10,000円

●対象児童
　平成１６年４月２日～令和２年３月３１日までに生まれた児童
　※今年３月まで中学生で、４月から新高校１年生になった児童も含まれます。

■支給時期について
　　乙部町より児童手当を受給している方（公務員除く）は、６月１５日（月）に児童手当登録

口座へお振込みします。申請は不要です。
　　給付を辞退する場合は、辞退届を送付しますので、乙部町役場年金係までご連絡ください。

■公務員の方へ
　　公務員の方は、当町に児童手当口座が登録されていないため、申請書の提出が必要となります。

申請をするためには、申請書に必要事項を記載の上、所属庁に提出し、申請書の「公務員児童
手当受給状況証明欄」に所属庁の証明を受けた上で、令和２年３月３１日時点で住所のある市
区町村に申請してください。

　　※４月１日以降に住所変更をした方は、前住所地にて申請となりますので、ご注意ください。

　　【受付期間】令和２年６月１日～令和２年１０月３０日

　　【申 請 先】〒043－0103　北海道爾志郡乙部町字緑町３８８番地
　　　　　　　　　　　　　　乙部町役場 町民課年金係
　　　　　　　 ※直接役場へお持ちいただくか、もしくは郵送でご提出ください。

☆お問い合わせは役場町民課年金係（６２－２８５５）まで☆

子 育 て 世 帯 へ
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新型コロナウイルス感染症対策のため、開館時間を変更する場合があります。
来館される方は、マスクを着用するなど、対策にご協力願います。

第363号

教
育
委
員
会
だ
よ
り

     
明
る
く
元
気
で
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り

善
意
に
感
謝
し
ま
す

緑
町
今
井
さ
ん
　
小
中
学
生
へ
マ
ス
ク
寄
贈

乙
部
町
史
か
ら
見
る

町
内
の
感
染
症
の
歴
史

【一 般 向 け】
●　できない男 （額賀　　澪）
●　運命の人を見つけた、ら （岡本　貴也）
●　母に捨てられて残された子どもの話 （菊屋きく子）
●　怖い患者 （久坂部　羊）
●　合唱　岬洋介の帰還 （中山　千里）
●　告解 （薬丸　　岳）
●　恋愛未満 （篠田　節子）

【おすすめ新刊図書】
●ダークブルー　真保　裕一
　海の底で、シージャック犯とたった二人きり。
　女性潜航士に課せられた、絶体絶命、超高難度ミッショ
ン！ 2020 年、震撼の大本命エンタテインメント！

書籍のリクエストも受け付けております。

　

五
月
十
一
日
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
に
活
用
し
て
ほ
し

い
と
、
今
井
琴
音
さ
ん
（
緑
町
）

か
ら
町
内
小
中
学
生
全
校
児
童
生

徒
分
の
マ
ス
ク
二
百
六
枚
が
教
育

委
員
会
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

マ
ス
ク
は
、
一
枚
一
枚
今
井
さ

ん
が
手
作
り
し
た
も
の
で
、
子
ど

も
た
ち
が
喜
ぶ
よ
う
な
、
か
わ
い

い
花
柄
や
動
物
な
ど
が
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
生
地
を
使
用
し
て
お
り
、

洗
っ
て
再
利
用
で
き
る
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
マ
ス
ク
は
学
校
に
配
布

し
、
児
童
生
徒
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
井
さ
ん
は
「
感
染
対
策
を
し

な
が
ら
元
気
な
学
校
生
活
を
過
ご

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

あ
た
た
か
い
心
遣
い
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
、
国
内
は
も
と
よ
り
世

界
中
で
多
数
の
死
者
・
患
者

が
発
生
し
、
経
済
的
に
も
深

刻
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

平
成
十
三
年
に
刊
行
さ
れ

た
乙
部
町
史
に
、
過
去
に
乙

部
町
で
も
伝
染
病
の
大
規
模

な
集
団
感
染
が
起
き
た
こ
と

が
記
し
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
約
百
三
十
年
前
の

明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年

に
は
、
北
海
道
で
コ
レ
ラ
が

猛
威
を
振
る
い
「
北
海
道
衛

生
誌
」
に
よ
る
と
、
七
月
に

横
浜
か
ら
函
館
に
入
港
し
た

船
の
乗
組
員
が
感
染
し
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
、
寄
港
し
た

福
山
（
松
前
）・
江
差
を
は

じ
め
、
全
道
に
広
が
っ
た
と

記
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
集
団
感
染
で
は
、
全

道
で
患
者
が
二
千
九
百
二
十

九
人
、
死
者
二
千
五
十
五
人

と
な
り
、
爾
志
郡
（
乙
部
町

と
旧
熊
石
町
）
で
も
患
者
百

四
十
三
人
、
死
者
九
十
七
人

を
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
か
ら
約
八
十
年

前
の
昭
和
十
四（
一
九
三
四
）

年
に
は
、
町
内
で
当
時
悪
疫

と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
た
赤

痢
が
集
団
発
生
し
、
檜
山
管

内
で
は
三
百
二
十
一
人
が
感

染
、
五
十
六
人
が
死
亡
。
乙

部
町
で
も
百
三
十
一
人
が
感

染
、
二
十
六
名
が
死
亡
す
る

大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
は
、
戦
後
に
医
薬

品
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
水

準
の
目
ま
ぐ
る
し
い
向
上
が

あ
っ
た
こ
と
や
、
昭
和
二
十

九
（
一
九
五
四
）
年
の
豊
浜

地
区
を
皮
切
り
に
、
町
内
に

簡
易
水
道
が
導
入
さ
れ
、
更

に
近
年
で
は
排
水
施
設
が
整

備
さ
れ
る
な
ど
、
衛
生
環
境

の
飛
躍
的
な
改
善
も
あ
っ
た

こ
と
か
ら
大
き
な
集
団
感
染

の
発
生
も
な
く
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

▲今井さんからいただいた手づくりマスク

図書室の新刊おすすめ紹介

マスクを
しましょう
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お 知 ら せ

運
転
免
許
証
の
更
新

お
済
み
で
す
か

　

六
月
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習

の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
６
月
９
日
（
火
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

一
般
運
転
者
講
習 

午
後
２
時

初
回
運
転
者
講
習 

午
後
３
時
45
分

▽
６
月
25
日
（
木
）

江
差
町
文
化
会
館

優
良
運
転
者
講
習 

午
後
１
時

違
反
運
転
者
講
習 

午
後
２
時
15
分

不正改造は犯罪！
まわりのみんなが迷惑！

建災防江差分会で技能講習会を開催

新型コロナウイルス感染症に係る
傷病手当金の支給が開始されます。

　自動車は、生活に欠かせない移動手
段となっているのみならず、娯楽の道
具としても認識されており、様々な部
品等が販売されています。
　しかしながら、①灯火の色が不適切
な灯火器及び回転灯等の取り付け、②
運転者席・助手席の窓ガラスへの着色
フィルムの貼付け、③タイヤ、ホイー
ルの車体（フェンダー）外へのはみ出
し、④基準外ウィング（エア・スポイ
ラ）の取り付け、⑤マフラーの切断・
取り外し又は基準不適合マフラーの装
着等の不正改造を施された車両が存在
し、国民生活の安全・安心を脅かして
いることが問題となっております。
　これら不正改造については、改造を
実施すること、改造された自動車を走
行させることの両方が法律により禁じ
られており、これに違反すると整備命
令の交付を受けたり、罰金等の対象と
なることとなります。
　国土交通省では、これら不正改造を
排除し、車両の安全確保及び環境保全
を図るため、関係省庁、自動車関係団
体等と協力して「不正改造車を排除す
る運動」を全国的に展開しており、函
館運輸支局では、６月を強化月間とし
て重点的な取組を行っております。
　皆様も是非、この機会に不正改造に
ついての認識を深めていただき、不正
改造は絶対に行わないようにしましょ
う。

詳しい情報はこちらから
「www.tenken-seibi.com」

北海道運輸局函館運輸支局
TEL：0 1 3 8 - 4 9 - 8 8 6 4

　建災防江差分会では、建設現場での事故防止の徹底を呼び掛
けることを重点に掲げており、工事に携わる方々を対象とした
技能講習会を下記のとおり開催します。
◎地山・土止め技能講習【学科のみ】　◀

日　　時／７月14日（火）～16日（木）午前９時～　◀

学科会場／檜山建設会館（檜山郡江差町字円山299-15）　◀

受 講 料／全科目２２，４２０円　　一部免除９，２２０円　◀

申込期間／６月15日（月）～６月29日（月）
※６月に予定しておりました下記の講習会につきましては全て

中止となっております。
◎車両系建設機械運転業務従事者　安全衛生教育（再教育）　◀

日　　時／６月10日（水）中止
◎玉掛安全衛生教育（再教育）　◀

日　　時／６月11日（木）中止
　ご不明な点等ございましたら江差分会事務局までお問い合わ
せください。
　【問合せ先】　建災防江差分会　事務局
　　　　　　　桧山郡江差町字円山299-15　TEL 0139-52-1813
　　　　　　　担当：工藤・阿部島

　乙部町国民健康保険の被保険者が新型コロナウイルス感染症
（疑いを含む）のために、労務不能となり、事業主から十分な給
与等の支払い（賞与は除く）が受けられない場合に支給されます。

　仕事に就くことができなかった日から起算して、連続して３
日間を経過した後、４日目以降の仕事に就けなかった日に対し
て支給されます。ただし、給与等が支払われている間は、支給
対象とはなりませんが、給与等の支払いがある場合でも、傷病
手当金の額よりも少ない場合は、その差額が支給されます。

　支給対象期間は令和２年１月１日から９月30日の間となります。

　仕事に就くことができないことについて、事業主及び医療機
関の証明などが必要となりますので、詳しくは当町のホームペー
ジをご確認いただくか、下記担当まで連絡くださいますようお
願いします。

役場町民課国保係　TEL：６２－２８５５
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クールビズを
実施します

　乙部町役場では、地球温暖
化防止および省エネルギーの
推進を図るため、毎年夏季に
クールビズの取り組みを行っ
ています。
　今年も、６月１日から９月
30日までクールビズを実施し
ます。
　職員は、ノーネクタイ・ノー
ジャケット等で業務を行って
いますので、皆様のご理解と
ご協力をお願いします。

国　民　年　金　基　金
　国民年金基金は、老後に受け取る国民年金（老齢基礎年金）に上乗せして、
より豊かな老後を保障する公的な年金制度です。
　国民年金基金に加入できるのは、次のいずれの条件も満たしている方です。

●20歳以上60歳未満の国民年金の第１号被保険者の方
●60歳以上65歳未満の方や海外居住されている方で国民年金に任意加入して

いる方
【こんなメリットがあります】

①掛金の全額が課税所得から控除され、所得税・住民税ともに軽減されます。
②加入したときの掛金や受け取る年金額は変わりませんので、自分に合わせた

年金設計ができます。
③保証付に加入した方が保証期間内に亡くなられた場合、遺族の方に一時金が

支給されます。

　詳しくは、全国国民年金基金北海道支部（フリーダイヤル0120－65－
4192）までお問合せください。

ねんきんの窓

☆☆☆“看護師・助産師”職員募集のお知らせ☆☆☆
看護師・助産師の正規職員を募集しています。院内保育所の利用や勤務時間もご相談ください。連絡お待しています。

　　お問い合わせ先：５２－００３６（内線２０２）　総看護師長　菊地

道 立 江 差 病 院 か ら お 知 ら せ
外来診療体制
６月の診療予定です

※診療受付時間

診療日は予定であり変更になる場合もあります。事前に病院にご確認の上、
受診してください。

診
療
科
、
曜
日
に
よ
っ
て
担
当
医
が
変
わ
り
ま
す
御
確
認
下
さ
い
。

☆☆　新任医師紹介　☆☆
循環器内科　川村　亮太
　　　　　　（かわむら　りょうた）
前任地：函館五稜郭病院
専門：循環器・腎臓
趣味：旅行・温泉
特技：アイスホッケー
江差の印象：海と星がきれい
患者さんに一言：循環器・腎臓を専門に診察してお
り、外来では主に心臓病や高血圧や糖尿病などを担
当しております。また同時に透析室や入院管理を
行っております。満足いただける医療を提供できる
ように精進いたしますので、何卒よろしくお願いい
たします。
循環器内科　鉢呂　直記
　　　　　　（はちろ　なおき）
前任地：帯広厚生病院
専門、関心領域：循環器
出身地：帯広
趣味：映画鑑賞
特技：（上手ではないが）ゴルフ
江差の印象：海がきれい、景色がいい
患者さんへの一言：循環器領域に限らず内科全般を
幅広く診療を行い、患者様に満足していただけるよ
うに頑張ります。お困りのことがあればご相談くだ
さい。よろしくお願いいたします。
総合診療科　谷口　正浩
　　　　　　（たにぐち　まさひろ）
前任地：市立釧路総合病院
専門、関心領域：消化器内科全般
趣味：ドライブ
江差の印象：風が強い、星がきれい
患者さんへ一言：総合診療科として
内科全般にわたって広く診療を行い、できるだけ皆
様のお役に立てればと考えております。また、消化
器内科医として内視鏡検査も積極的に行ってまいり
ますのでお気軽にご相談ください。よろしくお願い
致します。

整 形 外 科 午前　月から金曜日（午前11時までの受付）

循 環 器 内 科 午前　月から金曜日
午後　月と金曜日

総 合 診 療 内 科
（消化器内科も併
せて診療します）

午前　月・火・水・金曜日（午前11時までの受付）
　　（なお、月曜日は午前10時から診察）
午後　金曜日
※金曜日は、出張医師対応のため、消化器内科の診察は

行いません。
※毎週水曜日の午後と木曜日の午前は完全予約制の検査

実施日となっております。

消 化 器 内 科
（札医大派遣医）

（初診及び再診）1日（月）・15日（月）・29日（月）の午後
（再診のみ）※完全予約制
　午前10時まで受付　2日（火）・16日（火）・30日（火）
　午前11時まで受付　8日（月）・22日（月）

呼 吸 器 内 科 午前　金曜日
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　5日（金）・19日（金）
総合診療（外科） 午前　火から木曜日
外 科 午前　12日（金）・26日（金）（午前11時までの受付）

小 児 科 午前　月から金曜日
午後　火と木曜日（午後3時～午後4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月から金曜日
午後　木曜日

精 神 科 午前　月から金曜日（初診は完全予約制）

産 婦 人 科 午前　月と火曜日
午後　月曜日

耳 鼻 咽 喉 科
午前　2日（火）・3日（水）・10日（水）・11日（木）・16日（火）・17日（水）・
　　　24日（水）・25日（木）・30日（火）（午前11時までの受付）
午後　10日（水）・24日（水）

眼 　 　 　 科
午前　11日（木）・25日（木）（予約以外の初診受付11時まで）
午後　10日（水） ・17日（水） ・24日（水）
コンタクトレンズを希望する患者様へ
当院で以前調整した患者様のみ対応いたします。

皮 　 膚 　 科 午前　火曜日

午前･･･ 8時00分〜11時30分（初診の方は、9時00分〜）
午後･･･ 1時00分〜2時30分 
予約受付時間（定期患者のみ）午後･･･1時00分〜4時00分  

人生100年時代の“プラス年金”
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4
月
15
日
〜
5
月
14
日

　

こ
ん
に
ち
は

　
　

よ
ろ
し
く
ね
　
　
　
　
　      

　

新
谷　
　

風ふ
う

ち
ゃ
ん（
滉
一
・
麻
美
・
女
の
子
）

元
和

澤
田　

龍り
ゅ
う

幸き

く
ん（
一
幸
・
菜
津
乃
・
男
の
子
）

緑
町

　

ご
け
っ
こ
ん

　
　

お
め
で
と
う

　

中　

田　

智　

也　
（
館　

浦
）

　

笠　

谷　

の
り
子　
（
江
差
町
）

　
お
く
や
み

　
　

申
し
上
げ
ま
す

麓　
　

廣
昭
さ
ん（
83
歳
）栄　

浜

三
木　
　

康
さ
ん（
65
歳
）豊　

浜

坂
本
か
ず
子
さ
ん（
103
歳
）姫　

川

安
澤
眞
理
子
さ
ん（
65
歳
）緑　

町

小
菅
カ
ツ
江
さ
ん（
75
歳
）滝　

瀬

町
中
コ
ハ
ギ
さ
ん（
101
歳
）館　

浦

※
こ
の
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、

　

届
出
の
際
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

令 和 2 年 6 月 1 日 発 行（ 第 610 号 ）

編集・発行　乙 部 町 総 務 課 企 画 係

〒 043-0103　北海道乙部町字緑町 388

（TEL）0139-62-2311（FAX）0139-62-2939

ホームページ　http//www.town.otobe.lg.jp

広報 町 の 人 口
= 4 月末現在 =

世 帯 数　　1,862（＋ 2）

人　　口　　3,564（－13）

　 男　 　　1,629（－ 8）

　 女　 　　1,935（－ 5）

（ ）内は前月との比較増減

編　

集　

後　

記

　

今
年
の
大
型
連
休
は
、
緊
急
事

態
宣
言
に
よ
り
、
不
要
不
急
の
外

出
が
で
き
な
い
状
況
で
、
旅
行
や

実
家
帰
り
が
出
来
ず
退
屈
な
日
々

が
続
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

機
会
を
活
用
し
て
、
溜
ま
っ
て
い

た
も
の
や
部
屋
の
模
様
替
え
を
す

る
な
ど
、
家
で
出
来
る
楽
し
い
こ

と
を
見
つ
け
る
機
会
に
も
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
溜
め
て
い
た
映
画
を
見

て
、
先
月
と
は
違
っ
た
意
味
で
泣

い
て
い
ま
し
た
。　
　
（
Ｓ
．
Ｔ
）

間伐で未来につなぐ北の森
この用紙は、原材料の一部に道産間伐材を
使用しております。道産 間伐材使用

６月は≪道町民税〈第１期〉の納期限≫です。

善
意
に
感
謝
し
ま
す

▽
地
域
医
療
確
保
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

　

小
菅　

信
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

 

十
万
円

▽
ふ
る
さ
と
寄
附
と
し
て

　

Ａ
・
Ｙ　

さ
ん　

（
帯
広
市
）

 

　
　
　

 　
　

三
万
円

　

亀
谷　

威
さ
ん　

（
札
幌
市
）

 

　
　
　

 　
　

六
万
円

※
氏
名
は
本
名
及
び
通
称
に
よ
り

　

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

あ
た
た
か
い
ご
寄
附

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

か
な
し
み

よ
ろ
こ
び

乙部町国民健康保険病院　6月外来診療日程表 診療受付時間  午前 8:30〜11:00
　　　　　　  午後 1:00〜  3:00

※診療体制は変更になる場合があります。予め御了承ください。
※診療時間外・夜間等の受診は、救急医療体制を支えている医師・看護師の負担が増加します。地域の救急医療体制を維持する
ためにも、可能な限り通常の診療時間内に受診いただきたくなど、適正受診にご協力お願いいたします。

  さ
ん

  さ
ん

乙
部
町
野
外
緑
地
広
場
に
新
し
い
遊
具
が
設
置
！

　

乙
部
町
の
桜
の
名
所
で
あ
る

「
し
び
の
岬
公
園
」
で
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
桜
の
開
花
が

確
認
で
き
ま
し
た
。

　

し
び
の
岬
公
園
の
桜
は
、
昨
年

が
鳥
獣
被
害
等
に
よ
り
開
花
が
少

な
い
状
況
で
し
た
が
、地
元
の「
桜

守
り
の
会
」
に
よ
る
植
樹
や
鳥
獣

対
策
等
の
活
動
に
よ
り
、
今
年
は

綺
麗
に
咲
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
外
出
自
粛
等
の

た
め
、
見
に
行
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ

が
な
く
、
毎
年
「
青
少
年
を
守
る

会
」
で
行
っ
て
い
る
お
花
見
会
も

開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来

　

四
月
に
元
和
の
「
乙
部
町
野
外

緑
地
広
場
」
に
新
し
い
遊
具
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
く
設
置
さ
れ
た
遊
具
は
、

以
前
に
あ
っ
た
「
わ
ん
ぱ
く
丸
」

と
同
じ
く
、
舟
の
形
を
し
た
遊
具

や
ブ
ラ
ン
コ
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊

具
、
健
康
遊
具
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
め
る
遊
具
の
ほ
か
、
東

屋
や
ベ
ン
チ
な
ど
、
休
憩
し
な
が

ら
子
ど
も
を
見
守
れ
る
場
所
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

　

広
い
敷
地
で
子
ど
も
た
ち
も
伸

び
伸
び
と
遊
べ
る
空
間
と
な
っ
て

年
も
綺
麗
に
咲
い
て
、
お
花
見
会

や
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
見
に

来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

お
り
、
町
内
外
か
ら
家
族
連
れ
が

多
く
訪
れ
て
い
ま
す
。

しびの岬公園の桜緑地広場の新しい遊具

春
と
い
え
ば
桜
！
し
び
の
岬
公
園
で
開
花
！
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